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『三田社会学』投稿規定および執筆要項

投稿規定

1.本 誌 に投稿する論文等は、未発表の ものに限る。但 し、口頭発表はこの限 りでない。

2.投 稿 を希望す る会員は、指定 された期 日までに、事務局あてに査読用原稿コピー3部 を送付する。

3.原 稿の執筆 にあたっては、別に掲 げる 「執筆要項」 によること。

4.投 稿 原稿には、編集委員会が選定 した査読者に よる審査が行われる。

5.査 読終 了後、掲載が決定 した完成原稿をフロ ッピーディスク(原 則 と してMS-DOSの テキストファイル)及 び

 ワープ ロ原稿で提出す ること。

                                    (1995年7月1日 制定)

執筆要項

1.原 稿 はすべてワープロ原稿による提 出とし、各ページに通 し番号を明記すること。

2.原 稿 の分量は、以下の範囲 とする(図 表、注、文献 リス トを含む)。

 「投稿論文」:14ペ ー ジ(400字 原 稿用紙49枚 分)

3.論 文 には、英文のタイ トルを付けること。

4.原 稿 の書式は下の原則 に従 うこと。

 1)原 稿 は横書き とす る。

 2)原 稿 は、A4版 の用紙 を縦に使い、40字 ×35行 を1ペ ージとする。

 3)引 用 文献の記載の形式は、American Tournal of Sociologyに 従 う。本文中には(著 者名、発表年、ペ ー

  ジ)の み記す こと。

   なお 、引用 した文献等は末尾 に文献 リス トとしてまとめること。文献 リス トは、著者名、発表年 、

  論文 名、書名 ・雑誌名、巻号、所在ペ ージの順で記載すること。著者名のアルファベ ッ ト順にな らべ

  る こ と。和文文献については、書名 ・雑誌名を 『 』 で、論文名を 「 」で くくる。また、欧文文献

  につ いては、欧文書 名 ・雑誌 名をイタ リック体(ま たはア ンダーライ ン)で 表示 し、欧 文論文名 を

  " "(ク ォーテーション・マーク)でくくる。

 4)注 は本文中に1)の よ うに番号を入れ、文献 リス トの前にまとめること。

 5)引 用 文献のみ を示す注は、3)の 形式 により本文中に記す こと。

 6)図 表 は、原稿 中に挿入箇所 を指示す ること。

 7)本 文 中の小見出 しの表記は下の ようにすること。

 章:1.～   2.～

 節:(1)～   (2)～

 項:1)～   2)～

8)英 数字は、原則 として半角 とする。

3.～

(3)^-

3)^一

5.原 稿 は、表題、英文タイ トル、本文、注、文献 リス トの順で構成すること。要約は不要。

6。 図表は、完全版下を提出すること。本文 とは別 に印刷 し、本文末にま とめる。本文中に挿入箇所を明

 示 する こと。

7.投 稿原稿は、本文中は執筆者名を記載せず、表題、執筆者名、所属、連絡先を明記 した別紙 を添えて

 提 出すること。

8.査 読 の結果、改稿、再提出を求める ことがある。

9.査 読 終了後の完全原稿は、フ ロッピーディスク(原 則 としてMS-DOSの テキストファイル)及 び ワープロ原稿

 で提出すること。

10.校 正 については、原則 として著者に よる責任校正を1回 のみ行 う。但 し、この校正では誤字 ・脱字訂

 正 以外は認 めない。

                                    (1995年7月1日 制定)


